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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年4月12日(2010.4.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　本発明は、銀を主成分とする高選択性エポキシ化触媒またはカチオン形態の銀を含む前
記触媒の前駆体を含む触媒床と酸素を含む供給原料を２６０℃よりも高い触媒床温度で最
長１５０時間接触させ、その後触媒床の温度を２６０℃以下の値に低下させることを含む
オレフィンのエポキシ化法の始動方法を提供する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　本発明の好ましい実施態様では、前記始動方法は特にエポキシ化法の一部である。前記
実施態様では、本発明は、銀を主成分とする高選択性エポキシ化触媒またはカチオン形態
の銀を含む前記触媒の前駆体を含む触媒床と酸素を含む供給原料を２６０℃よりも高い触
媒床温度で最長１５０時間接触させ、その後触媒床の温度を２６０℃以下の値に低下させ
、触媒とオレフィン及び酸素を含む供給原料を接触させることを含むオレフィンのエポキ
シ化法を提供する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００１５】
　本発明によれば、高選択性触媒を用いるエポキシ化法の始動は、ブレークスルー相中触
媒を２６０℃以上の温度で酸素を含む供給原料に曝すことによりかなり改善され得る。こ
うすると始動手順の期間が通常数日から数時間に短縮され、ブレークスルー相中オレフィ
ンを更に存在させると触媒はオレフィンオキシドを高選択率で生成し得る。また、酸素の
存在下で２６０℃よりも高い温度でのブレークスルー相中に触媒の選択率が上昇する。更
に、予備浸漬相がもはや不要であるので始動時の操作は複雑でなくなる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　本発明はまた、上記触媒の前駆体にも適用され得る。触媒の前駆体とは、銀を非還元状
態、すなわちカチオン性形態で含み、還元後所期する高選択性触媒を得るために必要な成
分を更に含む担持組成物を意味する。この場合、還元は酸素を含む供給原料を２６０℃よ
りも高い温度で接触させている間に生じる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　上記したように、本発明の実施は触媒を２６０℃よりも高い温度で酸素を含む供給原料
と接触させるステップを含む。このステップは、方法のブレークスルー相と見做され、明
白とするためだけに方法のこのステップを以下“ブレークスルー相”と言う。通常、触媒
の温度は３００℃以下、好ましくは２６０～２９０℃、より好ましくは２６５～２８０℃
である。通常、２６０℃よりも高い触媒温度は０．２５～１００時間、好ましくは０．５
～４０時間、より好ましくは１～３０時間、特に２～２０時間（例えば、１０時間未満）
維持され得る。通常、始動方法に関与する時間が短縮され、ブレークスルー相後触媒がよ
り活性となる傾向もあるので、比較的短い期間が好ましい。
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